
こどもまんなか社会について
令和7年度第3回こども育成支援会議
日 時 令和８年１月22日

午後６時30分～

資料５



こどもまんなか社会とは

すべてのこどもや若者たちが
幸せに暮らせるように、

常にこどもや若者の今とこれからにとって
最もよいことは何かを考え、
社会全体で支えていくこと。

こども家庭庁HPより
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こどもまんなか社会を実現するには・・

こども家庭庁HPより

こどもや若者のみなさん一人ひとりの意見を聴いて、その声を大切にして、
こどもや若者のみなさんにとって最もよいことは何かを考え、
こどもに関する取組・政策を社会のまんなかに据える「こどもまんなか社会」
の実現に向けて、こども家庭庁は、こども・若者のみなさんの声を聴き、反映
し、こどもや若者の視点に立った施策を実現します・・・
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「こどもまんなか社会」に関する本市の取組

①茨木市次世代育成支援行動計画（第５期）の策定において市民アンケートを実施。

④春日丘高等学校１年生（約３２０名）を対象に、本市のこども施策について講義を行い、
「理想のこども施策」を考えてもらう。

③本市が毎月発刊している広報誌を活用し、こども施策に関するアンケートを実施。
（令和8年2月の広報誌に第2弾も掲載予定）

②こども育成支援会議の構成員として新たに大学生、高校生を公募。
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「こどもまんなか社会」に向けた本市の課題

保護者や子育て支援団体等、大人からの意見をいただく仕組みは
一定あるものの、支援のまんなかにいる「こども」の意見を、定期的
に聞くことができる取組は、まだ研究段階です。
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なぜ、こどもの意見を聴きたいのか？

例えば・・ユースプラザ事業の周知について

・市HPにも掲載している、学校の先生や地域の支援者
にも伝えている、SNSも利用している。
・でも、まだまだユースプラザを知らないこどもや保護者
が多い。

なんでだろう？？

・SNSに掲載したところで、そこにたどり着か
なければ意味がないよ！
・そもそも不登校なんだから学校の掲示板に
ちらしを貼っても見る人は少ないよ！
・友達が行って、「楽しかったよ」という話を聞
かないと、一歩を踏み出すのはこわいな。

まだまだ仕掛けはいっぱい必要！

こども（当事者）の意見（想い）を聴いて、

新たな気づきがあれば、施策の運用を工夫したり、方向性を検討しなおしたり、

このままでいいんだ！と確信を持てることが、たくさんあると思っています。 5



皆さんどのような「こどもまんなか社会への取組」をイメージしますか

「こどもの意見（想い）」を聴いて、生かせるようになるには・・

忖度なしの、「ありのままの意見」を聴きたいな。

一回きりでなく継続的な取組にするには、どうしたらいいのかな

・・・等々

委員の皆さんから、さまざまなご意見をいただければと思っています
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具体的な取組を考える前に・・

春日丘高等学校の生徒さんに考えてもらった

“理想のこども施策”を見て、

思ったこと・感じたことを教えてください。

※ “理想のこども施策”は、「資料〇」をご確認ください。

ここからはグループワークです
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あなたが感じたことを教えてください

春日丘高等学校の生徒さんの“理想のこども施策”の中で、

（質問１）

この意見は面白い、高校生らしい、興味深い、など、ご自身の心に響いた施策は

ありましたか？

（質問２）

前の質問も踏まえつつ、全体の感想を教えてください。
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こどもの意見を聴くためには・・

グループには、子育て支援に関する施設を運営されている方、子育てを支援している方、今
まさに子育てをしている方、また、子育てに関する行政支援に携わっている職員等がいます。

グループの皆さんの経験や、知識、客観的なご意見等を出し合っていただき、

① ○○なことを知りたければ☆☆な意見の聞き方があるよ。

② △△なことをすれば、継続的に意見をきけるかもしれない。

上記の○☆△にどんな言葉があてはまるかを話し合ってみてください。
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たとえば・・（１つめ）

① ○○なことを知りたければ☆☆な意見の聞き方があるよ。

 ○○ → ユースプラザは安心できる居場所になっているかな？

ということを知るには

 ☆☆ → ユースプラザの利用者と保護者、地域の支援者にそれぞれアンケートを

してみるのはどうだろう？

② △△なことをすれば、継続的に意見をきけるかもしれない。

 △△ → アンケートの内容を利用者と一緒に考えて、そのアンケートの実施結果を

利用者に返す取組なら、継続的に実施できるのかな。
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たとえば・・（２つめ）
① ○○なことを知りたければ☆☆な意見の聞き方があるよ。

 ○○ → 大人になっても茨木市にずっと住み続けたいと思ってもらうには

どうしたらいい？ ということを知るには

 ☆☆ → おにくるの来場者に

（大人には）「なんで茨木市で子育てしてるの？」

（こどもには）「茨木市に住んでてよかった～と思うところは？」

と、聞いてみるのはどうだろう？

② △△なことをすれば、継続的に意見をきけるかもしれない。

 △△ → 市内の大学と一緒に実施すると、負担なく継続できるかもしれない。
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ワークをはじめる前に・・・

今回皆さんに考えていただく内容に、正解はございません。

「こどもまんかな社会」の実現に向けて、具体的な取組を一緒に考えていただく中で、

こどもまんなか社会って何だろう？

こどもの意見（想い）を聴く効果って何だろう？

どうしたらこどもの意見（想い）を聴くことができるのかな？

という視点を共有し、本市の今後の取組の一助にさせてもらいたいと思います。
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